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2014 年４月に行われた 2014 年選抜陸上和歌山大
会において、自身が持つ日本記録（8073 点）を
更新する 8143 点を記録した。また、６月に行わ

















の 8000 点を突破してから、2013 年シーズン以外






































































































































































































































































100m10.8 秒台、400m48 秒台、110mh14.5 秒台を
目指していきたい。そして、いかなる試合におい
ても8300点以上を記録できる「実力」を身につけ、
2015 年北京世界陸上、2016 年リオデジャネイロ
オリンピックに向け日々の努力を継続したい。現
在では、世界でのメダルにチャレンジして行く心
構えができたものと確信している。
